
チーム代表者　各位

秋冷の侯、貴チームにおかれましては、ますますご活躍のこととご拝察申し上げます。

日頃、近隣地区のチームの皆様方には当埼北ポニーウィンズクラブが大変お世話になっております。

おかげさまで、本年度はポニーリーグ加盟より７年連続日本選手権大会に出場できました。

これも、ひとえに近隣地区のチームの皆様方から卒団生をお送り頂いてこそと思いこの場をお借り

して感謝申し上げます。さて、下記のように第６回埼北ポニー少年野球大会を開催するはこびとな

りました。つきましては、今大会を通じて地域を越えた各チーム相互の友好を深め、日頃の練習成

果を充分発揮されるべく本大会に参加していただきますようお願い申し上げます。

ただし　第６回大会においては、日程や球場の都合で参加チームを２４と制限させていただきます。

１．現在埼北ポニーウインズクラブに少年野球チームの卒団生が在籍している

２．過去に埼北ポニーウインズクラブに少年野球チームの卒団生が在籍していた

３．埼北ポニーウインズクラブの体験入団を希望している

の順に参加チームを制限させていただく場合がありますので、先に御承知おき下さい。

また申込２４チームに満たない場合は全チーム参加とさせていただきます。

埼北ポニーウィンズクラブ

大会事務局　金田　康嗣

第６回埼北ポニー少年野球大会の開催について

申込２４チームを超えた場合は

申込期間　平成21年10月21日～平成21年11月6日(17:00)

参加チーム決定は平成21年11月10日以降に当ホームページでお知らせします。

送り先：saihokuwins@infoseek.jp

尚、参加決定ではありませんのでご注意ください。

受　　　付　　　　午前８時００分～（行田総合公園野球場）

申込はチーム名、活動する地域（市名）及び連絡先をメールで送信して下さい。

日　　　時　　　　平成21年11月28日(土),29日(土)12月05日(土),06日(日) 予備日13日(日)

会　　　場　　　　行田総合公園野球場・富士見球場（行田）他

閉　会　式　　　　大会最終日　後日案内（ベスト４チーム参加）

表　　　彰　　　　優勝・準優勝・３位優秀選手賞（ベスト４チーム各１名）

参加チーム　　　　２４チーム予定

参　加　費　　　　１，０００円　（開会式当日受付にお納め下さい。）

開　会　式　　　　９時００分～（全チーム参加）

試合開始　　　　　行田総合９時３０分～、その他の球場　別途案内

そ　の　他　　　　申込はe-Mailで１１月６日１７：００までとなります



(10)　参加者（指導者含む）は、必ず平成２１年度スポーツ安全協会傷害保険に加入済みの

      者であること。

(11)　大会中におきた役員及び選手の傷害については、主催者は責任を負わない。

(５)　最終日以外延長戦は行わない。同点の場合は最終メンバー９人による抽選とする。

(６)　シートノックは当日１回戦のみ各５分間とする。

(７)　メンバー表は３通提出すること。

(８)　ベンチ入りの人数は、選手フリー、責任者１名、監督１名、コーチ２名、

　　　スコアラー１名、マネージャー１名以内とする。

(９)　ベンチ入りの選手は全員背番号をつけること。

４．大会規則　

(１)　トーナメント方式とする。

(２)　７回戦とし、３回20点、４回15点、５回10点差をもってコールドゲームを宣言する

(３)　試合開始から９０分を過ぎた場合は次のイニングに入らない。

(４)　２００９年公認野球規則及び該当グランドルールを適用する。

１．主　催　　　埼北ポニーウィンズクラブ

２．期　日　　平成21年11月28日（土）　、29日（土）、12月5（日）、6日（土）

予備日　13日（日）

受付：８時００分～　開会式：９時００分～　試合開始：９時３０分～　他球場は別案内

第6回埼北ポニー少年野球大会実施要項

３．会　場　　行田総合公園野球場・行田富士見球場、富士電機Ｇ・行田門井球場

③雨天時は、６時に態度決定いたします。下記まで連絡下さい。

大会事務局　金田(090-2304-0753)

５．参加費　　　１チーム１，０００円　（開会式当日受付にお納め下さい。）

６．その他

①組合せは事務局にて行い、大会前までに各チームに組合せ表を送付します。

(14)　試合球を毎試合ごとに2個、メンバー交換時に審判に提出すること

　　　（試合球は公認球を使用する）

(15)　聞き苦しいヤジ・かけ声はベンチ・応援席とも厳に謹むこと。

　　　（ベンチマナーを大切にお願いします。）

(16)　その他、本規則に無いものについてはその都度大会本部にて決定する。

②プラカードは各チームご持参下さい。

( ) 大会中におきた役員及び選手の傷害に ては、主催者は責任を負わな 。

(12)　ベンチは組合せの若い番号を１塁側とする。

(13)　帯同審判員を必ず最低１名同行することし当事者チームより１名ずつ協力して審判を

　　　行うこと。（自チームベンチ反対側塁審）




